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50 mlの 50 mg/L のビスフェノール A（BPA）水溶液をナス型フラスコに入れ、本多電子株式
会社製の凹面型振動子 ( 250 kHz、500 kHz ) を組み合わせ①と②で、空気中に反応を行った。
温度は循環冷却装置で 25 ~ 30 ℃ に保った。反応中は、時間の経過とともに 10 µlずつサンプル
をマイクロシリンジで採取し、高速液体クロマトグラフィー（HPLC）で濃度を測定した。サン











250 kHz 500 kHz 連用 250 kHz 500 kHz 
電力パワー P0/W 102 115 217 92 113 
音響パワー P/W 8.8 10.7 15.5 8.4 10.8 
η /% 8.2 9.3 7.1 9.1 9.6 
反応速度定数 k/min-1 0.0259 0.0341 0.0559 0.0268 0.0475 
 
 
